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滝沢村の未来を切り開き
住民一人ひとりが希望の持てるまちづくりへ

3月定例会

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
８
日

か
ら
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
初

日
に
は
24
年
度
村
長
施
政
方

針
演
述
と
教
育
施
政
方
針
演

述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
24
年
度
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
審
議

を
は
じ
め
、
補
正
予
算
や
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
33
議
案
が

提
案
、
報
告
２
件
と
滝
沢
村
の

市
制
移
行
推
進
に
関
す
る
決

議
、
市
制
移
行
に
係
る
議
会
制

度
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
決
議
２
件
は
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
５
会
派
代
表

と
議
員
５
人
の
計
10
人
が
登

壇
し
、
財
政
見
通
し
、
産
業
振

興
、
市
制
移
行
な
ど
村
政
各
分

野
に
わ
た
っ
て
、
活
発
な
議
論

を
展
開
し
ま
し
た
。

  

あ
ら
た
め
て
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
者
の
方
々
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

震
災
か
ら
間
も
な
く
一
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
24
年
度
も
引
き
続
き
、
沿
岸
地
域
の
復
興
に
向
け
た
職
員
派

遣
の
継
続
、
被
災
ご
み
の
受
け
入
れ
な
ど
、
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
村
と
し
て
も
食
へ
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

さ
て
、
今
日
の
我
が
国
の
経
済
は
、
国
難
と
も
呼
ぶ
べ
き
危
機

に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
に
立
ち
向
か
い
、
人
口
減
少
時
代
の
社

会
保
障
を
持
続
可
能
な
仕
組
み
へ
と
転
換
す
る
こ
と
は
、次
世
代

に
対
す
る
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

村
政
は
１
２
３
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
た
ち
の
労
苦

と
英
知
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
滝
沢
村
の
姿
を
、
21
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
の
成
熟
を
遂
げ
た
新
し
い
行
政
モ
デ
ル

と
し
て
体
現
す
る
時
期
に
き
て
お
り
ま
す
。

  

第
５
次
滝
沢
村
総
合
計
画
の「
地
域
は
、
地
域
の
み
ん
な
で
つ

く
る
」と
い
う
基
本
的
考
え
方
は
、
地
域
主
権
の
理
念
と
同
様
な

も
の
で
あ
り
、
本
村
が
目
指
し
て
い
る
団
体
自
治
と
併
せ
、
住
民

自
治
へ
の
深
化
の
方
向
は
地
域
経
営
の
核
心
で
あ
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

  

平
成
24
年
度
は
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
中
間
年
で
あ
り
、

確
実
な
成
果
を
あ
げ
、
そ
し
て
平
成
26
年
１
月
に
目
指
す
市
制

移
行
に
向
け
て
も
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。

  「
夢
」を「
実
現
」へ
、「
絆
」を「
連
携
」に
、「
生
き
が
い
」を「
実

感
」と
い
う
、
新
た
な
政
策
と
各
事
務
事
業
を
着
実
に
推
進
し
、

成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
体
制
を
進
め
、
賑
わ
い
の
あ
る
希

望
あ
ふ
れ
る
滝
沢
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

  

本
村
の
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
多
大
な
ご

支
援
、
ご
尽
力
に
よ
り
、
効
果
的
か
つ

着
実
な
推
進
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
人
知
を
超
え
た
未
曾
有
の
東

日
本
大
震
災
の
発
生
や「
地
域
社
会
・

知
識
基
盤
社
会
」
へ
の
転
換
と
い
わ

れ
る
社
会
の
急
激
な
変
化
を
顧
み
た

と
き
、
改
め
て
本
村
の
人
づ
く
り
に

と
っ
て
、「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な

心
」「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の
と
れ

た「
生
き
る
力
」の
育
成
の
重
要
性
と

地
域
社
会
と
の
連
携
、
生
涯
に
わ
た

る
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
の
必
要

性
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

  

教
育
行
政
の
基
本
的
な
考
え
方
と

主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
未

来
に
つ
な
ぎ
、
未
来
を
託
す
人
づ
く

り
の
職
責
の
重
大
さ
に
思
い
を
い
た

し
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
理
解

と
協
力
の
も
と
、
全
力
を
傾
注
し
教

育
行
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ー
村
長
施
政
方
針
要
旨
ー

ー
教
育
施
政
方
針
要
旨
ー
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［いずれも原案可決］
議案等番号 議　　案　　名　　等

議案第 1号 ２４年度滝沢村一般会計予算
・一般会計当初予算を歳入歳出それぞれ１４７億３０００万円とする議案

議案第 2号 ２４年度滝沢村国民健康保険特別会計予算
・国民健康保険特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ４７億６９２４万４０００円とする議案

議案第 3号 ２４年度滝沢村後期高齢者医療特別会計予算
・後期高齢者医療特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ２億４８２３万４０００円とする議案

議案第 4号 ２４年度滝沢村介護保険特別会計予算
・介護保険特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ２６億２８４１万９０００円とする議案

議案第 5号 ２４年度滝沢村介護保険介護サービス事業特別会計予算
・介護保険介護サービス事業特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ１８３５万３０００円とする議案

議案第 6号
２４年度雫石町・滝沢村介護認定審査会共同設置特別会計予算
・雫石町・滝沢村介護認定審査会共同設置特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ
　１２３２万１０００円とする議案

議案第 7号 ２４年度滝沢村下水道事業特別会計予算
・下水道事業特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ９億９５４６万８０００円とする議案

議案第 8号 ２４年度滝沢村農業集落排水事業特別会計予算
・農業集落排水事業特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ６８９８万３０００円とする議案

議案第 9号 ２４年度滝沢村簡易水道事業特別会計予算
・簡易水道事業特別会計当初予算を歳入歳出それぞれ３億１９９９万４０００円とする議案

議案第 10 号

２４年度滝沢村水道事業会計予算
・水道事業会計当初予算の収益的収入を８億８８０４万５０００円に、
収益的支出を７億７６３４万９０００円に、
資本的収入を３億１８１１万２０００円に、
資本的支出を７億８０５７万６０００円とする議案

議案第 11 号
２３年度滝沢村一般会計補正予算（第９号）
・歳入歳出にそれぞれ１億３４１万７０００円を追加し、
 一般会計予算の総額を１５６億９３１８万 ９０００円とする議案

議案第 12 号
２３年度滝沢村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
・歳入歳出からそれぞれ５０６９万円５０００円を減額し、国民健康保険特別会計予算の総額を
４７億１９６６万３０００円とする議案

議案第 13 号
２３年度滝沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出からそれぞれ１９８万９０００円を減額し、後期高齢者医療特別会計予算の総額を
２億３７００万７０００円とする議案

議案第 14 号
２３年度滝沢村介護保険特別会計補正予算（第４号）
・歳入歳出にそれぞれ２０７万１０００円を追加し、介護保険特別会計予算の総額を
２４億３８万1 ０００円とする議案

議案第 15 号
２３年度滝沢村介護保険介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出からそれぞれ１０５万４０００円を減額し、介護保険介護サービス事業特別会計予算の総
額を１７７８万円とする議案

議案第 16 号
２３年度雫石町・滝沢村介護認定審査会共同設置特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出からそれぞれ１４７万９０００円を減額し、雫石町・滝沢村介護認定審査会共同設置特別
会計予算の総額を１０９９万７０００円とする議案

議案第 17 号
２３年度滝沢村下水道事業特別会計補正予算（第５号）
・歳入歳出からそれぞれ３９４２万８０００円を減額し、下水道事業特別会計予算の総額を
１０億１３８７万７０００円とする議案

議案第 18 号
２３年度滝沢村農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出からそれぞれ１００万円を減額し、農業集落排水事業特別会計予算の総額を
７１９５万６０００円とする議案

【村長提出議案】 ※アミかけ部分が採決で賛否が分かれた案件です。表決一覧のとおりです。（P5参照）




